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10 教育・子育てに関する施策の方針と計画
【関連文書：「練馬区教育要覧」練馬区教育委員会】

（1）  練馬区総合教育会議による教育・　 
子育て行政のさらなる活性化

●練馬区総合教育会議と「練馬区教育・子育て大綱」
１　「練馬区教育・子育て大綱」改定の背景
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基
づき、区長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、区
の教育の課題やあるべき姿を共有しながら、民意を反
映した教育行政を推進していくため、練馬区総合教育
会議を設置している。

２　各分野の目標と重点施策
　改定した大綱では、子どもの健やかな成長と子育て
の総合的な施策を推進するため、各分野における目標
と6つの取組の視点に基づき17の重点施策を定めた。
　目標と取組はつぎのとおりである。
　⑴　教育分野の目標
　　  　「夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた 

子どもたちの育成」
　　〔取組の視点〕
　　①　教育の質の向上
　　②　家庭や地域と連携した教育の推進
　　③　支援が必要な子どもたちへの取組の充実
　⑵　子育て分野の目標
　　  　「安心して子どもを産み育てられ、子どもたち

が健やかに成長できる環境の整備」
　　〔取組の視点〕
　　①　子どもと子育て家庭の支援の充実
　　②　子どもの教育・保育の充実
　　③　子どもの居場所と成長環境の充実

（2）練馬区教育振興基本計画

●練馬区教育振興基本計画の改定
　教育委員会では、今後の区が目指す教育の姿を明ら
かにし、教育の振興に関する施策を総合的・計画的に
進めるため、平成 24年 5月に「練馬区教育振興基本
計画」を策定した。

　計画期間は平成 24年度から 3年度までの 10年間
で、おおむね 5年経過時点を目途に必要な見直しを
行うこととしており、30年 3月、教育施策をめぐる
状況の変化を踏まえ、構成と内容を改定した。
　その後、３年３月の大綱の改定を受け、大綱を踏ま
えて4年 3月に計画体系の見直しを行った。第２次ビ
ジョンと大綱で示されている目標や方向性に基づき、
重点施策の主な取組については、改定アクションプラ
ンと整合を図り、８年度までの目標を示した。

（3）練馬区子ども・子育て支援事業計画

●練馬区子ども・子育て支援事業計画
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　「子ども・子育て支援法」に基づく法定計画として、
元年度に、２年度から６年度までを計画期間とする「第
２期　練馬区子ども・子育て支援事業計画」を策定し
た。
　計画は、『ビジョン』を上位計画とする子ども・子
育て分野の個別計画に位置付けられており、この計画
に沿って、さまざまな事業を展開し、子どもの成長と
子育ての総合的な支援を推進している。
　なお、計画期間は２年度から６年度までの５か年と
しているが、区の出生数は近年減少傾向にあり、就学
前児童人口が計画策定当時の推計よりも下振れしてい
ることを踏まえ、４年度に中間見直しを行った。また、
５年度は、７年度から11年度までの次期計画策定に
向けて、就学前児童の保護者等を対象にニーズ調査を
実施した。

　本会議において、教育および子育て施策の方針とな
る「練馬区教育・子育て大綱」を平成 28 年 2 月に策
定した。策定から 5 年がたち、子どもたちを取り巻く
環境の変化に加え、新型コロナウイルス感染症により、
新たな課題が生じたため、3年 3月に改定を行った。

〔区の児童数〕 （単位：人）各年４月１日現在
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11  子どもの教育・保育の充実
【関連文書：「練馬区教育要覧」練馬区教育委員会】

（1）家庭での子育てを支える

●親子で交流できる場
１　子育てのひろば　ぴよぴよ
　０～３歳の乳幼児とその保護者が自由に遊び、交流で
きるひろば事業である。各ひろばでは、子育て支援講座
や人形劇などの催しを行っているほか、子育て相談も受
け付けている。
　練馬・光が丘・貫井・大泉・関ぴよぴよ、西大泉ぴ
よぴよ、光が丘・北大泉児童館ぴよぴよおよび田柄・
春日町南・立野地区区民館ぴよぴよで実施しており、
5年度は延べ 164,052人の利用があった。
２　民設子育てのひろば
　NPO法人などの民間団体が運営する子育てのひろ
ばで、5年度は延べ 67,865人の利用があった。
３　学童クラブ室活用型子育て支援事業　にこにこ
　学童クラブ在籍児童がいない午前中の時間帯を活用
して、学童クラブ室を子育て中の親子や子育てグルー
プの交流の場として週 2～4回開放している。
　開放の形態には、つぎの 2種類がある。
　⑴　在宅子育て家庭集いの場（個人利用）
　　  　0～3歳の乳幼児とその保護者を対象として、

自由に来所し、楽しく遊び、語らう場として学童
クラブ室を開放している。5年度は 71か所で実
施し、延べ 25,450人の利用があった。

　⑵　子育てグループ活動の場（団体利用）
　　  　子育てグループを対象に、館内の学童クラブ室

を貸し出す事業で、利用は予約制である。17児
童館のうち学童クラブがある 13館全てと、厚生
文化会館の計 14施設で実施している。5年度は
延べ 40団体への貸出しを行った。

４　外遊び型子育てのひろば　おひさまぴよぴよ

５　発達に不安のある親子を対象にしたひろば事業
　発達に不安のある親子を対象にしたひろば事業「の
びのびひろば」を地域子ども家庭支援センター（練

馬・光が丘・貫井・大泉・関）で月 2回実施してい
る。5年度は延べ 2,268 人の利用があった。

●多様な子育て支援事業
１　子育てスタート応援券

〔利用できるサービス〕 5年度

サービス名 利用実績
育児支援ヘルパー事業 延べ 925枚（時間）
助産師ケア事業 延べ2,146 枚（件）
ファミリーサポート事業 延べ 2,222 枚（時間）
乳幼児一時預かり事業 延べ 6,637 枚（単位（※））
産科医療機関実施事業 延べ 1,294 枚（件）
子育て支援講座 延べ1,374 枚（件）
民設子育てのひろば一時預かり事業 延べ 707枚（件）
※：1単位は 3時間

２　育児支援ヘルパー事業
　産前産後の体調不良等により、家事支援を必要とす
る家庭に、日常的な掃除・洗濯・食事の支度等を支援
するヘルパーを派遣している。利用期間は妊娠期から
２歳になる月の末日までで、原則36時間まで利用でき
る。5年度は延べ3,800 時間の利用があった。
３　ファミリーサポート（育児支えあい）事業
　区が実施する講習を修了した有償ボランティア（援
助会員）が、利用会員に登録した区民の子どもを預か
る育児支えあい事業である。5年度末現在の会員数は
利用会員 10,222 人、援助会員 270 人、両方に登録
している両方会員が 15人だった。
４　多胎児ファミサポ利用券
　多胎児が同時にファミリーサポート事業を利用する
場合、１人分の料金で事業を利用することができる券
を交付している。5年度は延べ 1,246 枚（時間）の
利用があった。
５　子どもショートステイ・トワイライトステイ事業
　保護者の疾病、出産による入院や就労等により、家
庭で養育することが困難な時につぎの施設で一時的に
養育する事業である。
　⑴　子どもショートステイ（短期入所）事業
　　  　月６泊まで利用できる。なお、乳児院では宿泊

を伴わない日帰り利用も実施している。5年度は
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　公園で自然と触れ合いながら 0～ 3 歳の乳幼児親
子がのびのびと楽しめる外遊び事業である。育児の孤
立化や虐待の防止を目的に元年度から相談員を配置
している。5年度は豊玉公園、中村かしわ公園、石神
井公園、立野公園、大泉中央公園、井頭の森緑地、光
が丘公園、城北中央公園で実施し、延べ 21,061人の
親子が参加した。

　産後の保護者の不安や負担を軽減し、育児をスムー
ズに始めてもらえるように、2歳未満の子どもがいる
家庭を対象につぎのサービスに利用できる応援券を 8
枚交付している。
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